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ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
集
積
し
た
中
心
市

街
地
、商
業・行
政
な
ど
地
域
の
生
活
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
機
能
が
充
実
し
た
地
域
拠
点
、
暮

ら
し
に
密
着
し
た
生
活
拠
点
と
い
う
よ
う
に

役
割
を
持
た
せ
、
そ
れ
ら
が
利
便
性
の
高
い

鉄て
つ
き
ど
う

軌
道
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
、
幹
線
道

路
で
結
ば
れ
た
多
核
連
携
型
の
都
市
構
造

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
都
市
・
生
活
機
能
の

高
密
度
化・効
率
化
を
図
り
つ
つ
、
さ
ら
に
各

拠
点
を
公
共
交
通
な
ど
で
結
ん
で
互
い
に
連

携
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
市
民
に
と
っ

て
は
快
適
・
便
利
で
あ
り
な
が
ら
、
効
果
的

＆
効
率
的
な
都
市
経
営
を
実
現
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

「
単
に
集
積
縮
小
す
る
の
で
は
な
く
、相
互

連
携
に
よ
っ
て
利
便
性
と
豊
か
な
環
境
を
双

方
享
受
で
き
る
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
」（
熊
本
市
都
市
建
設
局
都

市
政
策
課 

佐
治
一
誠
さ
ん
）

九
州・東
ア
ジ
ア
の

交
流
拠
点
都
市
を
目
指
し
た

中
心
市
街
地
の
再
デ
ザ
イ
ン

ま
ず「
市
の
顔
」で
あ
る
中
心
市
街
地
に
お

い
て
は
、高
次
な
都
市
機
能
を
集
約
し
、に
ぎ

人
口
減
少・少
子
高
齢
化
社
会
を

見
据
え
た
都
市
の
将
来
像
の
提
示

九
州
の
中
心
に
位
置
し
、
自
然
豊
か
な

阿あ

そ蘇
や
天
草
に
も
ほ
ど
近
い
熊
本
市
は
豊
富

な
地
下
水
や
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
農

業
や
産
業
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。
古
く
か
ら

熊
本
城
の
城
下
町
を
中
心
に
栄
え
て
き
ま
し

た
。
平
成
24
年
４
月
に
政
令
指
定
都
市
に
移

行
後
、
人
口
は
増
え
続
け
、
平
成
26
年
に
は

74
万
人
を
突
破
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
全
国
的
な
少
子
高
齢
化
の
影

響
は
避
け
ら
れ
ず
、
30
年
後
に
は
経
済
活
動

を
支
え
る
15
～
64

歳
人
口
が
現
在
の

76
％
ま
で
減
少
し
、

高
齢
者
の
割
合
が
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
都
市
活

力
の
低
下
や
交
通
弱
者
、
空
き
家
の
増
加
な

ど
、多
く
の
問
題
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。そ

こ
で
熊
本
市
で
は
平
成
37
年
を
目
標
年
次
と

し
た「
第
２
次
熊
本
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」を
策
定
。「
将
来
の
ま
ち
の
姿
」を
市
民

に
提
示
し
、
実
現
に
向
け
た
施
策
や
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

機
能
が
集
積
し
た
拠
点
間
の
連
携
で

効
果
的
＆
効
率
的
な
都
市
経
営
へ

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
熊
本
市
が
掲
げ

た
将
来
像
は「
豊
か
な
水
と
緑
、
多
様
な
都

市
サ
ー
ビ
ス
が
支
え
る
活
力
あ
る
多
核
連
携

都
市
」と
い
う
も
の
。
商
業
・
業
務
・
文
化
な

わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
熊
本

城
を
望
む
桜
さ
く
ら
ま
ち町・花は
な
ば
た畑
周
辺
は
、中
心
市
街
地

「
２
核
３
モ
ー
ル
」の
１
核
な
が
ら
、
現
在
の

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
商
業
・
業
務
な
ど
の
施
設

は
築
後
40
年
以
上
を
経
過
し
老
朽
化
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で「
熊
本
城
と
庭
つ
づ
き
の『
ま

ち
の
大
広
間
』」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
平
成
30

年
度
以
降
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
進
め
ら
れ
て

い
る
民
間
事
業
者
に
よ
る
再
開
発
事
業
と
と

も
に
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
や
ホ
ー
ル
な
ど
の

交
流
施
設
の
導
入
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
政
令
指
定
都
市
と
な
り
、
九
州
新
幹
線

開
通
も
追
い
風
と
な
っ
て
、国
内
は
も
ち
ろ
ん

桜町・花畑周辺地区：オープンスペースの整
備イメージ

桜町・花畑周辺地区：オープンスペースの一部
として歩行者空間化するシンボルプロムナード

桜町地区：再開発建物の全体イメージ（平成26年10月現在）

JR 熊本駅も安藤忠雄氏デザインの駅舎に立て替え予定。
市電停を覆う大屋根など 一部完成している

コンパクト＋ネットワーク

活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
た

「
多
核
連
携
都
市
」を
目
指
し
て

熊
本
県
熊
本
市
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住
促
進
と
い
う
両
面
か
ら
コ
ン
パ
ク
ト
化
を

図
り
、
効
率
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

中
心
地
と
拠
点
を
密
に
結
ぶ

公
共
交
通
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定

各
拠
点
間
の
連
携
を
担
う
公
共
交
通
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
も
平
成
24
年
に
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
と
15
の
地
域
拠
点
を
結
ぶ
、

鉄
道
・
市
電
・
幹
線
バ
ス
の
８
軸
を「
基
幹
公

共
交
通
軸
」と
位
置
づ
け
、
輸
送
力
・
速
達

性
・
定
時
性
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
日

常
生
活
を
支
え
る
足
と
し
て
発
達
し
た
路
線

バ
ス
の
再
編・整
備
も
大
き
な
課
題
で
す
。優

先
レ
ー
ン
や
運
行
情
報
を
得
る
た
め
の
バ
ス

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
高
機
能
化

に
加
え
、
各
系
統
の
役
割
の
明
確
化
や
競
合

路
線
の
効
率
化
、
時
刻
表
の
統
一
な
ど
、
事

業
者
の
枠
を
越
え
た
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

「
自
家
用
車
の
普
及
で
利
用
者
が
減
る
一

方
で
、
将
来
の
高
齢
化
社
会
で
は
公
共
交

通
の
役
割
は
増
大
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

利
便
性
を
高
め
て
利
用
者
を
増
や
し
、
効
率

化
に
よ
っ
て
持
続
可
能
な
仕
組
み
を
作
る
こ

と
が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
」（
熊
本
市
都
市

建
設
局
交
通
政
策
総
室 

上
村
亮
さ
ん
）

さ
ら
に
バ
ス
停
か
ら
一
定
以
上
離
れ
た

公
共
交
通
空
白
地
域
や
公
共
交
通
不
便
地

域
で
は
、
地
域
と

連
携
し
た
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
（
予
約

制
の
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
）や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
新
た
な

公
共
交
通
を
導
入
。
現
在
、
公
共
交
通
空

白
地
域
の
未
対
応
地
区
は
、２
地
域
を
残
す

の
み
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
公
共
交
通
の
施

策
遂
行
に
は
、
未
来
を
見
据
え
た
市
民
の
理

解
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
熊
本
市
で
は
、
公
共

交
通
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
具
体
的
な
形
と

す
る
た
め
、
市
民
・
事
業
者
・
公
共
交
通
事

業
者・行
政
の
役
割
や
責
務
を
明
確
に
し
、協

働
で
公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
取
り
組
む
こ

と
を
明
記
し
た
熊
本
市
公
共
交
通
基
本
条

例
を
制
定
し
、オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
や
リ
レ
ー
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開
催
。
公
共
交
通
を
基

軸
と
し
た
多
核
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、時
代
に
即
し
た
新
し
い
ま
ち
へ
と
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

海
外
か
ら
も
熊
本
を
訪
れ
る
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
そ
の
受
け
入
れ
の
場
と
し
て
中
心
市

街
地
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
交
流
拠
点
都
市

と
し
て
の
魅
力
を
高
め
、
市
や
県
全
体
へ
の

波
及
効
果
を
狙
っ
て
い
ま
す
」（
熊
本
市
都
市

建
設
局
都
市
政
策
課 
杉
村
洋
輔
さ
ん
）

ほ
か
に
も
、
熊
本
城
の
復
元
整
備
や
熊
本

駅
舎
お
よ
び
駅
前
広
場
の
整
備
な
ど
、
交
流

拠
点
都
市
と
し
て
の
利
便
性
や
魅
力
を
高
め

る
計
画
が
続
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

住
環
境
整
備
で
居
住
を
促
進

人
口
密
度
の
保
持
で
暮
ら
し
を
守
る

中
心
市
街
地
の
再
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
目
指

す
べ
き
都
市
構
造
の
実
現
に
向
け
た
基
本
方

針
と
し
て
、「
地
域
拠
点
な
ど
へ
の
都
市
機
能

集
積
」「
公
共
交
通
の
利
便
性
が
高
い
地
域
へ

の
居
住
促
進
」な
ど
を
示
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
が
充
実
し

た
地
域
拠
点
で
は
、人
口
減

少
下
に
お
い
て
も
に
ぎ
わ
い

を
維
持
す
る
た
め
に
、都
市

機
能
の
維
持・向
上
を
促
進

す
る
施
策
な
ど
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
加
え
て
市
電
・

鉄
道
・
バ
ス
の
鉄
軌
道
駅
や

バ
ス
停
周
辺
半
径
３
０
０

～
５
０
０ｍ
を
居
住
誘
導
区

域
と
し
、魅
力
的
な
市
街
地

の
形
成
や
公
共
交
通
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
な
ど
、住
環
境

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
子

ど
も
か
ら
子
育
て
世
代
、高

齢
者
と
い
っ
た
幅
広
い
世
代

の
た
め
の
居
心
地
の
良
い

空
間
創
出
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
人
口
密

度
の
低
下
を
回
避
す
る
た

め
、
各
拠
点
へ
の
都
市
機
能

集
積
と
そ
の
周
囲
へ
の
居

市電の新型車両「COCORO」は JR
九州のクルーズトレイン「ななつぼし
in 九州」などを 手掛けた水戸岡鋭治
氏のデザイン。1両ごとに異なる種類
の木材を活かしたいすやテーブルな
ど、通常の市電とは異なる趣き

対流促進型国土の形成国土のグランドデザイン2050特集
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